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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績動向等を踏まえ、平成20年７月10日の決算発表時に公表いたしました平成21年５月期第２四半期

累計期間（平成20年6月1日から平成20年11月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 
 
１． 平成21年５月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成20年６月１日から平成20年11月30日） 

 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株あたり
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 14,500 550 600 360 84  03 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 13,559 435 486 274 64 10 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △941 △115 △114 △85 △19  93 

増 減 率 （ ％ ） △6.5 △20.8 △19.0 △23.7 △23.7  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 20 年５月期第２四半期） 
14,850 654 709 444 103  68 

 

２．修正理由 

    第２四半期累計期間の業績につきましては、第１四半期の決算短信を発表しました平成20年10月7日時

点までは、従来から取り組んでいた既存取引先でのシェアの拡大や、新規取引先の開拓による売上の維持拡

大を図ることにより十分に業績予想を達成できると判断していました。しかし、７月以降、自動車産業を中

心に、設備投資計画の中止等が次々に発表されるに至り、当社の属する管材業界においても10月以降予想を

超えた急激な需要の減少となり、10月、11月の売上は大幅に予想を下回る結果となりました。また、売上高

の減少に加え、競争激化による売上総利益が低下したにもかかわらず、販管費の削減が追いつかなかったた

め、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前回発表予想を下回る見通しとなりました。 

 

３．通期業績予想 

   通期業績予想につきましては、当社を取り巻く今後の経済情勢及び市場動向等を勘案し、見直しを行った

上、確定次第お知らせいたします。 

 

（注）上記の予想数値につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。                      
以上  


